
第
10
回
香
月
泰
男

ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画
展

第
14
回
長
門
市
美
術
展

作
品
募
集

市
で
は
、
来
年
２
月
に
開
催
す
る

第
14
回
長
門
市
美
術
展
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

■
会
期

平
成
20
年
２
／
１
（金）
〜
10
（日）

10：

00
〜
17：

00

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
応
募
資
格

長
門
市
民
お
よ
び
長

門
市
内
の
事
業
所
に
就
業
し
て
い

る
人
（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

■
募
集
作
品
・
出
品
規
格

・
工
芸
・
彫
塑

最
大
で
人
力
（
２

〜
３
人
）
で
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る

程
度
の
も
の

・
絵
画

10
号
以
上
50
号
以
内
と

し
、
額
に
納
め
吊
し
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と

・
書

半
切
以
下
と
し
、
裏
打
ち
が

し
て
あ
る
も
の
、
ま
た
は
額
入
り

に
し
て
あ
る
も
の

・
写
真

半
切
程
度
で
マ
ッ
ト
張
り

に
し
、
吊
し
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と

■
出
品
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

・
１
年
以
内
の
自
己
の
創
作
し
た
未

発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と

・
応
募
点
数
は
１
人
２
点
ま
で

・
額
装
作
品
に
つ
い
て
は
ア
ク
リ
ル

張
り
可
、
ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可

・
作
品
に
は
所
定
の
出
品
票
を
裏
面

の
見
え
に
く
い
箇
所
に
貼
り
付
け

出
品
目
録
を
あ
わ
せ
て
提
出

・
書
に
つ
い
て
は
所
定
の
説
明
用
紙

に
よ
り
釈
文
を
添
付
す
る
こ
と

■
出
品
料

無
料

■
作
品
の
搬
入

平
成
20
年
１
／
21
（月）
〜
23
（水）

９：

00
〜
16：

00

■
作
品
の
搬
出

平
成
20
年
２
／
11
（月）
〜
13
（水）

９：

00
〜
16：

00

■
作
品
の
搬
入
／
搬
出
受
付
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
審
査
発
表
・
表
彰

・
審
査
発
表
は
表
彰
式
で
行
い
ま
す

（
入
選
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

・
表
彰
式
　

日
時
　
平
成
20
年
１
／
31
（木）

14：

00
〜

会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
そ
の
他

搬
入
か
ら
搬
出
ま
で
の

間
に
お
け
る
不
可
抗
力
の
災
害
等

に
よ
る
作
品
の
汚
染
・
亡
失
等
に

つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法

市
役
所
本
庁
企
画
振

興
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、
各

公
民
館
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ

ポ
ー
ル
ゆ
や
に
備
え
付
け
の
申
込

み
用
紙
に
よ
る

■
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
係

豊
か
な
感
性
と
独
創
的
な
発
想
の

も
と
に
描
か
れ
た
小
学
生
・
中
学
生

か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

小
学
生
・
中
学
生

■
応
募
作
品

絵
画
・
版
画

（
平
面
作
品
で
未
発
表
の
も
の
）

■
応
募
テ
ー
マ

〈
私
の
〉
野
菜
・
果
物
を
描
こ
う

■
賞

ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
（
２
人
）、

金
賞
（
２
人
）、
銀
賞
（
４
人
）、

銅
賞
（
６
人
）、
入
選
（
86
人
）

■
出
品
規
定

・
作
品
は
画
用
紙
四
つ
切
り
の
大
き

さ
（
38
㎝
×
54
㎝
）

・
描
画
材
料
は
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・

ク
レ
ヨ
ン
そ
の
他（
油
彩
は
除
く
）

・
額
縁
は
不
要

・
応
募
点
数
は
１
人
１
点

・
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

■
搬
入
期
間

９
／
１
（土）
〜
15
（土）

■
応
募
方
法

所
定
の
出
品
票
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
と
一

緒
に
提
出

■
展
覧
会

・
会
期

10
／
21
（日）
〜
12
／
24
（月）

９：

00
〜
17：

00

・
会
場

香
月
泰
男
美
術
館

■
応
募
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

香
月
泰
男
美
術
館

山
口
県
美
術
展
作
品
募
集

第
１
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

第
61
回
山
口
県
美
術
展
覧
会

■
会
期

８
／
23
（木）
〜
９
／
９
（日）

※
月
曜
日
は
休
館

■
会
場

山
口
県
立
美
術
館

（
山
口
市
亀
山
町
３
‐
１
）

■
観
覧
料

一
般
250
円
、
大
学
生
200

円
（
70
歳
以
上
、
18
歳
以
下
、
中

等
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
在
学
生
は
無
料
）

作
品
公
募

■
出
品
規
格

搬
入
・
展
示
が
可
能
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
形
式
・
寸
法
・
重
量
・
材

質
等
は
問
い
ま
せ
ん

■
出
品
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

・
自
己
の
創
作
し
た
未
発
表
作
品
で

あ
る
こ
と

・
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

・
著
作
権
、
肖
像
権
を
侵
害
し
な
い

作
品
で
あ
る
こ
と

・
作
品
に
は
所
定
の
出
品
票
を
裏
面

右
上
に
貼
り
つ
け
て
出
品

■
出
品
料

１
点
に
つ
き
２
千
円
を

出
品
目
録
に
添
え
て
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
後
の
出
品
料
の
返

却
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん

■
作
品
の
搬
入
日
時

８
／
３
（金）
〜
５
（日）

９：

00
〜
12：

00
、
13：

00
〜
16：

00

■
作
品
の
搬
出
日
時

９
／
14
（金）
〜
16
（日）

９：

00
〜
12：

00
、
13：

00
〜
16：

00

■
作
品
の
搬
入
／
搬
出
受
付
場
所

山
口
県
立
美
術
館

■
搬
出
入
の
費
用

出
品
者
の
負
担

と
し
ま
す
。
返
送
ご
希
望
の
場
合

は
、
荷
造
り
お
よ
び
輸
送
経
費
は

着
払
い
と
し
ま
す

■
そ
の
他

詳
細
は
県
美
術
展
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
県
美
術
展
要

項
・
出
品
目
録
・
出
品
票
は
、
本

庁
企
画
振
興
課
に
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
係

山
口
県
立
美
術
館

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
７
７
８
８

山
口
県
立
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.a
rt-m

u
se
u
m
.

p
re
f.ya
m
a
g
u
c
h
i.lg
.jp
/

街

頭

献

血

次
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

８
／
10
（金）

・
９：

00
〜
10：

30三
隅
総
合
支
所

・
15：

00
〜
16：

30

岡
田
病
院

■
そ
の
他

・
200
ml
・
400
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
係

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の

引
き
取
り
有
料
化

や
む
を
得
な
い
事
情
等
に
よ
り
飼

え
な
く
な
っ
た
犬
、猫
に
つ
い
て
は
、

日
時
等
を
指
定
し
て
長
門
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
が
引
き
取
り

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
10
月

１
日
か
ら
、
飼
い
主
か
ら
の
犬
、
猫

の
引
き
取
り
に
は
手
数
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
引
き
取
り
手
数
料

（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
）

・
生
後
90
日
を
超
え
る
犬
・
猫

１
頭
（
匹
）

２
、
０
０
０
円

・
生
後
90
日
以
内
の
子
犬
・
子
猫

１
頭
（
匹
）

４
０
０
円

※
手
数
料
は
山
口
県
収
入
証
紙
に
よ

る
納
入
に
な
り
ま
す

■
引
き
取
り
場
所

・
犬

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
猫

市
役
所
本
庁
生
活
環
境
課

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

（
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

ペ
ッ
ト
は
責
任
を
持
っ
て

最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

・
犬
・
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
大
切
な

家
族
の
一
員
で
す

・
動
物
の
習
性
を
理
解
し
、
終
生
愛

情
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う

・
ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
ま
し
ょ
う

・
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不
妊

手
術
な
ど
の
繁
殖
制
限
を
考
え
て

く
だ
さ
い

・
動
物
の
遺
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
（
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律：

罰
金
50
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
係

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
22
‐
２
８
１
１

甲
種
防
火
管
理
者取得

講
習

■
日
時

９
／
13
（木）
・
14
（金）

９：

00
〜
16：

00

■
場
所

物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

■
申
込
方
法

中
央
消
防
署
お
よ
び

西
消
防
署
に
備
え
付
け
の
受
講
票

に
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
白

黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
）
を
貼
付
し
て

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

■
テ
キ
ス
ト
代

３
、
５
０
０
円

■
申
込
期
限

８
／
31
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

調
査
指
導
係



ち ひ ろ
1971年山口市生まれ。
金子みすゞの詩に曲をつけ、
シンガーソングライターと
してこれまでに計４枚のア
ルバムを発表。昨年開催さ
れた国民文化祭やまぐち
2006では、長門市開催の

「みすゞ夢空間・かんげき空間」の音楽を担当。
現在、県内全域で山口県人権CMでちひろの歌う
オリジナルソングがオンエアー中。

●と　き　９月２日（日）13時30分～
●ところ　長門市中央公民館　大講堂
●入場料　無 料（入場整理券が必要です）
13：30～13：35 開会行事
13：35～14：15
こどもたちへメッセージ　ちひろコンサート

14：20～15：30 講演

・講師　増 岡
ま す お か

弘
ひろし

さん（声優・俳優）
・演題 「サザエさん一家は幸福みつけの達人ぞろい」

●申し込み　８月１日（水）から整理券を配布します。教育委員会社会教育
課・各公民館・図書館・日置農村環境改善センターで申し込
みください。締め切りは８月20日（月）ですが、定員になり次
第申し込みを締め切ります。

●そ の 他　託児もあります（要申込／保険代100円）
●主　　催　長門市・長門市教育委員会　
●主　　管　長門市人権教育推進委員会
●共　　催　長門市青少年育成市民会議 長門ユネスコ協会

長門市子ども会育成連絡協議会　
第57回「社会を明るくする運動」長門地区実行委員会

●問い合わせ　長門市教育委員会 社会教育課　TEL ２３‐１２５９

人権に関わる問題への理解と認識を深め、人権問題を自らの課
題として受け止め、人権尊重の生き方を地域や職場に広めていく
ことをめざして「長門市人権フェスティバル」を開催します。

講師 増 岡
ま す お か

弘
ひろし

1936年埼玉県生まれ。
「サザエさん」のマスオさん、
「それいけ！アンパンマン」
のジャムおじさん役でお馴
染みの人気声優。文化学院
美術科卒業。舞台美術の仕
事から役者に転向し、アニ

メや洋画の吹き替えなど声優として活躍。また、
落語家、ナチュラリスト、著書の出版など幅広
く活動中。主な著書『陽だまりのマスオさん』
（KIBA BOOK）『マスオさんの美味しい味噌づ
くり』（じゃこめてい出版）『マスオさんのみそ
づくり指南』（家の光協会）など

無料バスを運行
当日は無料バスを運行します。乗車を希望

される人は、申し込み用紙にご記入ください。

自家用車で来場されるみなさんへ
長門市中央公民館の駐車場はたいへん手狭

となっています。市役所南側駐車場または山
口県漁協湊支店駐車場をご利用ください。
山口県漁協湊支店駐車場からは無料シャト

ルバスを運行します。

長
門
市
総
合
公
園
内
に
古
墳
広
場

と
山
頂
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

古
墳
広
場
は
今
か
ら
約
千
五
百
年

前
に
つ
く
ら
れ
た
箱
式
石
棺

は
こ
し
き
せ
っ
か
ん

（
小
浜
お
ば
ま

山や
ま

古
墳
こ
ふ
ん

）
を
発
掘
調
査
を
も
と
に
復

元
整
備
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
山

頂
広
場
か
ら
は
深
川
湾
、
仙
崎
湾
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
20
日
か
ら
園
路
を
含
め
た
約

1.6
ha
に
つ
い
て
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

管
理
係

長
門
市
総
合
公
園
に

古
墳
・
山
頂
広
場
が
完
成

平
和
の
鐘
を

鳴
ら
そ
う
in
長
門

文
化
に
よ
る
世
界
平
和
を
願
う
ユ

ネ
ス
コ
が
、
平
和
構
築
事
業
の
一
つ

と
し
て
日
本
各
地
で
「
平
和
の
鐘
撞

き
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
長
門
ユ
ネ
ス
コ
協

会
で
は
、
音
に
よ
っ
て
「
平
和
へ
の

祈
り
と
願
い
」
を
表
現
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
in
長
門
」

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

８
／
４
（土）19：

30
〜
20：

30

■
場
所

極
楽
寺

（
仙
崎
み
す
ゞ
通
り
／
新
町
）

■
内
容

平
和
へ
の
祈
り
と
願
い
を

込
め
て
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
朗
読

を
行
う
ほ
か
「
平
和
の
文
化
国
際

年
」
を
記
念
し
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
た
ち
に
よ
っ
て
起
草
さ

れ
た
「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
を

紹
介
し
な
が
ら
お
寺
の
鐘
を
鳴
ら

し
ま
す

■
参
加
料

無
料

■
そ
の
他

参
加
さ
れ
る
人
は
直
接

極
楽
寺
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
室

（
長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
）

介
護
相
談
員
を募集

し
ま
す

市
で
は
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま

す
。
介
護
相
談
員
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
そ
の
家
族

の
相
談
に
応
じ
、
よ
り
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
利
用
者

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
橋
渡

し
役
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

40
歳
以
上
の
長
門
市
在
住
者
で
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
介
護
経
験
ま
た
は
保
健
・
医
療
・

福
祉
等
に
係
わ
る
介
護
問
題
に
関

心
が
あ
る
人

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
有
す
る

法
人
等
に
属
し
て
い
な
い
人

・
自
分
の
担
当
す
る
事
業
所
等
ま
で

自
ら
訪
問
す
る
こ
と
が
可
能
な
人

■
募
集
人
員

２
人
程
度

■
応
募
方
法

市
役
所
本
庁
高
齢
障
害
課
ま
た
は

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー
、
日
置
保
健

セ
ン
タ
ー
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
高
齢

障
害
課
介
護
保
険
室
ま
で
郵
送
ま

た
は
持
参
く
だ
さ
い

■
募
集
期
間

８
／
１
（水）
〜
８
／
31
（金）

■
選
考
方
法

面
接
（
面
接
の
日
時

等
は
後
日
通
知
し
ま
す
）

■
任
期

２
年
（
市
の
定
め
る
研
修

を
受
講
後
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
活
動
を
開
始
）

■
問
い
合
わ
せ

審
査
係

児
童
扶
養
手
当
制
度
等
に

つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
は
現
況
届
等
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
平
成
19
年
７

月
31
日
現
在
の
受
給
者
（
支
給
停
止

を
含
む
）
に
は
現
況
届
案
内
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
届
出
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
提

出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
支
給
が
遅
れ

た
り
支
給
差
し
止
め
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
制
度

■
対
象

・
離
婚
等
に
よ
り
父
親
と
別
生
計
の

児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

人
）
を
養
育
し
て
い
る
母
親
、
ま

た
は
養
育
者
等

・
父
親
が
重
度
等
の
障
害
者
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

■
対
象

20
歳
未
満
の
重
度
等
の
障

害
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
、

ま
た
は
養
育
者

共
通

■
注
意
事
項

い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

■
そ
の
他

平
成
18
年
度
に
児
童
手
当
の
支
給

が
な
か
っ
た
人
で
も
、
平
成
18
年

中
の
所
得
が
制
限
内
に
な
れ
ば
支

給
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
児
童

福
祉
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係

高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
な
ど

の
た
め
大
学
等
を
受
験
で
き
な
い
人

に
対
し
、
高
等
学
校
卒
業
者
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
の
試
験
で
す
。

合
格
者
に
は
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
高
等
学
校
卒
業
者
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
も
の
と
し
て

認
定
さ
れ
、
就
職
、
資
格
試
験
等
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
間

９
／
７
（金）
〜
19
（水）

■
試
験
日
時

11
／
17
（土）
・
18
（日）

■
試
験
場
所

防
府
と
く
ぢ
Ｊ
Ａ
会
館

（
防
府
市
中
央
町
４
‐
１
）

■
そ
の
他

受
験
資
格
、
出
願
書
類

な
ど
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

長
門
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

指
導
係

７
月
23
日
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▲ 中原浩代さん

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト

競
技
／
８
月
８
〜
12
日
／
佐
賀
県
唐

津
市
・
松
浦
川
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
の
部
】

久
村
　
　
航
（
水
産
高
２
年
）

中
村
　
健
次
（
水
産
高
２
年
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
の
部
】

岡
村
　
有
菜
（
水
産
高
２
年
）

上
野
　
翔
子
（
水
産
高
２
年
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲ 核　瑛菜さん ▲ 河本美希さん

▲ 上野翔子さん ▲ 岡村有菜さん ▲ 中村健次さん ▲ 久村　航さん

●
第
29
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
／
８
月
22
〜
24
日
／
千
葉

市
・
千
葉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

中
原
　
浩
代
（
東
深
川
湊
２
区
）

●
第
４
回
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
／
８

月
19
日
／
松
山
市
・
愛
媛
県
武
道
館

河
本
　
美
希
（
深
川
小
５
年
）

●
第
23
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
／
７
月
27
・
28
日
／
大
阪
市
・
長

居
陸
上
競
技
場

核
　
　
瑛
菜
（
向
陽
小
５
年
）



私
た
ち
が
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
で
、
何
気
な
く
利
用
し
て
い

る
道
路
は
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、
あ
ま

り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
８
月
１
日
か
ら
の
１
ヵ
月
間
を
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
と
し
、
そ

の
中
で
８
月
10
日
を
『
道
の
日
』
と
定
め
、
全
国
的
に
道
路
愛
護
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

道
路
に
ご
み
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。
通
行
の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な

も
の
を
道
路
に
置
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
道
路
は
私
た
ち
み
ん
な

の
も
の
で
す
。『
道
の
日
』
を
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
も
う
一
度
道
路

に
つ
い
て
考
え
、
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
門
市
で
は
、『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
の
全
国
的
な
活
動
の
一
環

と
し
て
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
in
な
が
と
」
に
併
せ
、
長
門
土
木
建
築

事
務
所
職
員
と
市
職
員
に
よ
る
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
道

路
愛
護
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

●
県
道
・
国
道
316
号
　
長
門
土
木
建
築
事
務
所
　
TEL
22
‐
５
３
１
６

●
市
道
　
　
　
　
長
門
市
役
所
・
都
市
建
設
課
　
TEL
23
‐
１
１
４
８

●
農
道
・
林
道
　
　
　
長
門
市
役
所
・
農
林
課
　
TEL
23
‐
１
１
４
１

●
臨
港
道
路
　
　
　
　
長
門
市
役
所
・
水
産
課
　
TEL
23
‐
１
１
４
４

三
隅
総
合
支
所
　
TEL
43
‐
０
２
２
１

日
置
総
合
支
所
　
TEL
37
‐
２
１
１
１

油
谷
総
合
支
所
　
TEL
32
‐
１
１
１
１

平
成
19
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
最
優
秀
作
品

ま
た
明
日
　
元
気
に
会
お
う
　
こ
の
道
で

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地
名

田
屋
団
地

■
申
込
資
格

・
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
、
内
縁
関
係

に
あ
る
人
を
含
む
）
が
あ
る
人

（
単
身
者
は
制
限
が
あ
り
ま
す
）

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し

て
い
る
人

■
受
付
期
間

８
／
20
（月）
〜
31
（金）

■
入
居
予
定
時
期

10
月
中
旬
頃

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8532
山
口
市
水
の
上
町
１
‐
７

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
室
県
営
住
宅
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４

シ
ル
バ
ー
写
真
教
室

生
徒
募
集

シ
ル
バ
ー
写
真
教
室
（
公
民
館
活

動
）
を
開
校
す
る
に
あ
た
り
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

■
開
校

８
／
20
（月）

13：

30
〜

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
20
年
４
月
採
用
の
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
業
務
内
容

社
会
福
祉
活
動
全
般

■
勤
務
場
所長

門
市
社
会
福
祉
協
議
会

■
採
用
予
定
人
数

１
人

■
受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
普
通
運
転
免
許
所

持
者

■
試
験
方
法
／
内
容

・
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
・
大
学
卒

業
程
度
）
教
養
科
目
、
社
会
福
祉

関
連
科
目
、
各
種
検
査

・
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の

み
実
施
）
小
論
文
、
個
人
面
接

■
試
験
日
時
／
場
所
（
予
定
）

・
１
次
試
験

９
／
16
（日）

10：

00
〜

山
口
県
社
会
福
祉
会
館

（
山
口
市
大
手
町
９
‐
６
）

・
２
次
試
験

10
月
下
旬

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

■
採
用
日

平
成
20
年
４
月
１
日

■
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写

真
貼
付
の
上
、
長
門
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
申
込
期
限

８
／
８
（水）
（
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
1321
‐
１

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
22
‐
８
２
９
４

■
対
象

市
内
在
住
の
人

■
募
集
人
数

20
人
程
度

■
会
費

月
　
１
、
０
０
０
円

■
内
容

写
真
撮
影
が
上
達
す
る
方

法
を
学
び
ま
す
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
全
般
）

■
撮
影
対
象

人
物
、
動
物
、
花
、

風
景
、
祭
り
（
ス
ナ
ッ
プ
）
等

■
講
師

安
成
恒
昭（
全
日
写
連
長
門
支
部
長
）

保
坂
富
弥（
全
日
写
連
長
門
支
部
）

内
藤
繁
行（
全
日
写
連
長
門
支
部
）

■
申
込
期
限

８
／
15
（水）

■
第
１
回
撮
影
会

・
日
時
　
９
／
10
（月）

13：

00
〜

・
赤
崎
ま
つ
り
を
予
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
写
真
教
室
事
務
局

（
安
成
）
TEL
32
‐
０
２
７
４

（
大
谷
）
TEL
22
‐
３
５
１
７

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

（社）
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課

程
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
習
名

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
養
成
研
修
２
級
課
程

■
日
時

９
／
３
（月）
〜
11
／
19
（月）

23
日
間
／
９：

00
〜
17：

00

■
場
所

山
口
福
祉
専
門
学
校

他

■
対
象

雇
用
・
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
代
前
半
の
人

■
募
集
人
数

20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料

無
料

■
申
込
期
限

８
／
20
（月）

■
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
講
習
名
、

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0074
山
口
市
中
央
４
‐
３
‐
６

（社）
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
１
‐
６
０
７
０

司
法
書
士
無
料

成
年
後
見
相
談
会

（社）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成

年
後
見
制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
、
利

用
促
進
を
目
的
に
、
敬
老
月
間
で
あ

る
９
月
に
「
司
法
書
士
無
料
成
年
後

見
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

高
齢
者
、
障
害
者
お
よ
び

こ
れ
ら
の
人
を
支
え
る
家
族
、
支

援
者
、
福
祉
関
係
者
、
一
般
市
民

■
相
談
内
容

成
年
後
見
に
関
す
る

相
談
（
高
齢
者
、
障
害
者
が
抱
え

る
問
題
全
般
）

■
相
談
方
法

９
／
３
（月）
〜
30
（日）
の

間
で
相
談
者
が
希
望
す
る
日
時
に

当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
（
司
法
書

士
）
が
訪
問
し
相
談
し
ま
す

（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

■
予
約
方
法

電
話
に
よ
る
予
約

ま
た
は
相
談
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
明
記
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
予
約

■
予
約
受
付
期
間

９
／
14
（金）
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
９：

00
〜
17：

00
）

■
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0048
山
口
市
駅
通
り
２
‐
９
‐
15

（社）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

FAX
０
８
３
‐
９
２
１
‐
０
４
７
５
　

油
谷
夏
ま
つ
り

今
年
の
「
油
谷
夏
ま
つ
り
」
は
８

月
14
日
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

８
／
14
（火）18：

30
〜
21：

10

■
場
所

油
谷
総
合
運
動
公
園

■
内
容

・
第
６
回
吠
え
ス
テ
ィ
バ
ル

（
雨
天
の
場
合
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
）

・
楊
貴
妃
花
火
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

（
雨
天
順
延
）

■
そ
の
他

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

油
谷
町
商
工
会

「
油
谷
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

TEL
32
‐
１
１
８
３

第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

な
が
と
歌
の
祭
典

第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
な
が
と

歌
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

８
／
26
（日）

開
場
　
11：

30

開
演
　
12：

00

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館

■
内
容

素
人
の
ど
自
慢
大
会

■
問
い
合
わ
せ

明
友
会

（
明
石
）
TEL
22
‐
３
８
７
１

山
口
県
職
員
採
用

中
級
・
初
級
試
験

山
口
県
で
は
、
中
級
・
初
級
の
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験
資

格
は
職
種
に
よ
っ
て
年
齢
の
異
な
る

も
の
や
一
定
の
資
格
、
免
許
等
を
必

要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
験

申
し
込
み
の
際
に
は
「
受
験
案
内
」

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
区
分

・
中
級
（
小
・
中
学
校
栄
養
士
）

・
初
級
（
事
務
）

・
初
級
（
警
察
事
務
）

・
初
級
（
土
木
）

・
初
級
（
小
・
中
学
校
事
務
）

・
保
健
師

・
助
産
師

・
診
察
放
射
線
技
師

・
臨
床
検
査
技
師

・
理
学
療
法
士

・
看
護
師

■
申
込
期
限

８
／
24
（金）
ま
で

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
／
17
（金）
）

■
１
次
試
験
日
時

９
／
23
（日）

■
１
次
試
験
会
場

山
口
大
学

初
級
の
み
山
口
大
学
（
山
口
市
）、

徳
山
高
校
（
周
南
市
）、
下
関
西
高

校
（
下
関
市
）
か
ら
選
択

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
４
７
４

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/cm

s/a33000/index/
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こ
れ
ま
で
以
上
に
お
互
い
を
理
解
し

合
い
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
政
策
面

や
防
災
対
策
な
ど
で
協
力
体
制
を
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

両
市
ト
ッ
プ
会
談
を
平
成
17
年
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
最
初
の
仕
事

が
、
共
同
観
光
の
取
り
組
み
と
し
て

の
観
光
列
車
の
運
行
で
す
。

列
車
は
２
両
編
成
で
、
車
両
外
装

デ
ザ
イ
ン
は
広
報
「
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
の
挿
絵
で
お
な
じ
み
の
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
尾
崎
眞
吾
さ
ん

（
長
門
市
在
住
）、
内
装
デ
ザ
イ
ン
は

イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
岡
本
輝

男
さ
ん
（
長
門
市
油
谷
出
身
）
に
よ

る
も
の
で
、
車
名
も
含
め
車
両
全
体

に
長
門
市
が
深
く
関
わ
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
列
車
の
特
徴
は
な
ん
と
云
っ

て
も
、
指
定
席
車
両
の
座
席
が
全
て

海
側
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

北
浦
海
岸
の
景
色
を
存
分
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
意
図
が
伝
わ
っ

て
く
る
、
全
国
で
も
珍
し
い
こ
の
車

内
は
、
入
っ
た
と
た
ん
何
だ
か
ウ
キ

ウ
キ
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

私
の
幼
い
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
て

た
ま
に
行
く
下
関
は
憧
れ
の
都
会
で

し
た
。
遊
園
地
や
デ
パ
ー
ト
、
駅
舎

の
大
き
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
街
に
あ
る

も
の
が
み
ん
な
揃
っ
た
下
関
は
「
こ

ど
も
の
夢
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
へ
運
ん
で
く
れ
る
列
車
は
、
当
時

観 光 列 車

７
月
１
日
（日）
、
待
望
の
観
光
列
車

「
み
す
ゞ
潮
彩
」
号
の
運
行
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
JR
山
陰
線
・
下
関
〜
長

門
間
の
美
し
い
海
岸
線
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
JR
西
日
本
株
式
会
社

と
下
関
市
、
長
門
市
が
共
同
で
企
画

し
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

下
関
市
と
長
門
市
は
古
く
か
ら
文

化
や
経
済
の
面
で
深
い
交
流
が
あ
り

ま
す
。
く
じ
ら
文
化
や
金
子
み
す
ゞ

の
縁
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
が
、

今
ま
で
お
互
い
に
そ
れ
を
強
く
意
識

し
合
っ
て
き
た
か
と
言
え
ば
そ
う
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

両
市
は
２
年
前
の
合
併
で
お
互
い

に
隣
接
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■三隅総合支所（２階会議室）
10月３日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
10月９日（火）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
10月16日（火）9：00～11：30
■長門市役所本庁（３階中会議室）
10月31日（水）9：00～11：30
８月と９月の「こんにちは市長室」は

議会や行事等により休止します。
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

は
Ｓ
Ｌ
。
潮
の
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら

の
車
窓
も
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
煤す

す

だ

ら
け
。
そ
の
都
度
窓
を
上
げ
下
げ
し

た
こ
と
や
、
車
内
の
ど
こ
か
で
大
人

が
嗜
む
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
煤
の
匂
い
が

ミ
ッ
ク
ス
し
た
、
あ
の
独
特
の
空
気

を
思
い
出
し
ま
す
。

山
陰
線
の
旅
は
あ
の
頃
の
懐
か
し

さ
も
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
長
い
間
忘
れ
て
い
た
風
景
に
出

合
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
レ
ト
ロ
な
列
車

「
み
す
ゞ
潮
彩
」
号
で
思
い
出
探
し
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火

夏
は
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

毎
年
、
花
火
の
使
用
中
の
不
注
意
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
使
用
方
法
な
ど
ル
ー
ル

を
守
り
、花
火
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
花
火
を
す
る
と
き
の
注
意
事
項

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

・
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
燃
え

や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん

だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

・
手
持
ち
の
筒
も
の
花
火
は
手
の
位

置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
風
の
強
い
と
き
は
花
火
遊
び
は
や

め
ま
し
ょ
う

・
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

・
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を

つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点

火
し
ま
し
ょ
う

・
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒

も
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え

て
も
筒
を
覗
い
て
は
い
け
ま
せ
ん

・
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
。
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん

■
迷
惑
に
な
ら
な
い
た
め
に

・
音
の
大
き
い
花
火
は
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う

・
高
く
上
が
る
も
の
は
飛
ぶ
方
向
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
風
向
き
を
気
に
し
、
煙
で
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
花
火
の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
海
、
山
、
観
光
地
で
も

実
行
し
ま
し
ょ
う

・
お
も
ち
ゃ
花
火
は
危
険
物
で
す
。

郵
便
法
、
航
空
法
に
よ
り
郵
送
と

飛
行
機
へ
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
お
も
ち
ゃ
花
火
で
事
故
の
場
合

万
一
お
も
ち
ゃ
花
火
で
事
故
が
起

き
た
場
合
は
、
花
火
を
購
入
し
た

店
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
花
火
は
必

ず
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
煙

火
協
会
の
安
全
基
準
適
合
と
認
め

ら
れ
た
お
も
ち
ゃ
花
火
が
、
そ
れ

自
体
の
欠
陥
で
消
費
者
に
損
害
を

与
え
た
場
合
、
製
造
・
輸
入
者
が

賠
償
し
ま
す
。
た
だ
し
、
使
い
方

が
悪
く
、
本
人
の
過
失
、
不
注
意

に
よ
る
場
合
は
賠
償
さ
れ
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
新
産
業
振
興
課
産
業
資
源
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
１
５
５

海
上
自
衛
隊

岩
国
航
空
基
地
祭

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
で

は
、
今
年
も
岩
国
航
空
基
地
祭
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

９
／
９
（日）

９：

00
〜

■
場
所

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

■
内
容

体
験
搭
乗
（
事
前
申
込
が

必
要
）、
航
空
機
展
示
、
フ
ァ
ン

シ
ー
ド
リ
ル
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
、
地
上
イ
ベ
ン
ト
な
ど

■
体
験
搭
乗
対
象
者

中
学
生
以
上

（
保
護
者
が
同
乗
す
る
場
合
は
小

労
災
保
険
相
談

（財）
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ

Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
て
労
災
医
療
、
労
災
補
償
な

ど
労
災
保
険
制
度
全
般
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
（財）
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

山
口
事
務
所

〒
753
‐
0074
山
口
市
中
央
５
‐
２
‐
34

TEL
０
８
３
‐
９
３
２
‐
１
１
２
２

FAX
０
８
３
‐
９
３
２
‐
０
１
３
１

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
０
５
５
‐
３
１
３

・
相
談
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

z35-yam
aguchi@

rousai-ric.or.jp

年
金
時
効
特
例
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

年
金
時
効
特
例
法
の
成
立
に
よ
り

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の
増

額
分
は
、
時
効
消
滅（
５
年
）に
よ
り

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
年

金
も
含
め
て
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
遺

族
に
全
額
お
支
払
い
し
ま
す
。

既
に
年
金
記
録
が
訂
正

さ
れ
て
い
る
人

・
過
去
に
記
録
訂
正
に
よ
り
年
金
額

が
訂
正
さ
れ
た
が
時
効
消
滅
が
適

用
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

時
効
消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
払
わ
れ
ま
す

・
該
当
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
遺
族
に
未
支
給
年
金
の
時
効
消

滅
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
（
該
当
者

が
亡
く
な
っ
た
当
時
、
同
一
生
計

で
あ
っ
た
遺
族
に
限
る
）

今
後
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
人

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
年
金
額
が

増
え
る
人
に
つ
い
て
は
、
増
額
さ

れ
た
年
金
や
未
支
給
年
金
が
全
期

間
分
支
払
わ
れ
ま
す

必
要
な
手
続
き

・
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る

人
に
つ
い
て
は
記
録
訂
正
の
手
続

き
以
外
に
特
別
な
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん

・
既
に
年
金
を
受
給
開
始
後
に
年
金

記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
受
給
者

の
人
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

簡
単
に
手
続
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
記
載

事
項
を
印
字
し
た
用
紙
を
順
次
発

送
し
ま
す
（
９
月
以
降
）

・
今
す
ぐ
に
手
続
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
萩
社
会
保
険
事
務
所
に
必
要
な

書
類
を
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

・
萩
社
会
保
険
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

TEL
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sia.go.jp/

災
害
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
！

土
砂
災
害
警
報
情
報
の
発
表

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
に
、
市
が
避
難
勧
告
を

行
う
と
き
の
判
断
や
住
民
の
自
主
避

難
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
山
口
県
と

下
関
地
方
気
象
台
が
共
同
で
発
表
す

る
新
た
な
防
災
情
報
で
す
。
テ
レ
ビ

放
送
の
ほ
か
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
５
４

下
関
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.fu
ku
o
ka
-jm
a
.

g
o
.jp
/sh
im
o
n
o
se
ki/

雇
用
保
険
受
給
資
格
要
件

が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
週
所
定
労
働
時
間
に

よ
り
一
般
被
保
険
者
、
短
時
間
被
保

険
者
（
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
以

上
30
時
間
未
満
）
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
10
月
１
日
か
ら
被

保
険
者
区
分
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
変
更
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一

般
被
保
険
者
は
６
ヵ
月
（
各
月
14
日

以
上
）
の
被
保
険
者
期
間
で
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
人
が
雇

用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
週
所
定
労
働
時
間
の
長
短
に

か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
12
ヵ
月

（
各
月
11
日
以
上
）
の
被
保
険
者
期

間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
り
離

職
し
た
人
に
つ
い
て
は
６
ヵ
月
（
各

月
11
日
以
上
）
の
被
保
険
者
期
間
で

受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
門

TEL
22
‐
８
６
０
９

人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か
な
地
域
社

会
を
め
ざ
し
て
、
人
権
問
題
を
身
近

に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
人
権

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
／
18
（土）10：

00
〜
15：
30

■
場
所

海
峡
メ
ッ
セ
下
関

■
内
容

中
国
伝
統
楽
器
演
奏
（
ジ

ャ
ス
ミ
ン
）、
人
権
講
演
（
滝
田

三
良
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
会
長
）、
パ
ネ
ル
展
示
、
福
祉

の
市
、
物
産
展
、
ふ
れ
あ
い
シ
ア

タ
ー
（
映
画
「
オ
ー
プ
ン
シ
ー
ズ

ン
」
上
映
）、
ふ
れ
あ
い
工
作
コ

ー
ナ
ー
、
人
権
相
談
、
福
祉
総
合

相
談
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

■
参
加
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
環
境
生
活
部
人
権
対
策
室

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
８
１
０
　

学
生
ま
で
可
）

■
体
験
搭
乗
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
２
名
ま
で
の
希
望

人
数
、
希
望
機
種
（
飛
行
艇
ま
た

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）、
氏
名
、
住

所
等
を
記
入
し
、
体
験
搭
乗
係
あ

て
に
郵
送
（
復
信
裏
に
は
何
も
書

か
な
い
）

■
申
込
期
限
　
８
／
20
（月）
（
必
着
）

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
740
‐
8555
岩
国
市
三
角
町
２
丁
目

岩
国
航
空
基
地
広
報
室

TEL
０
８
２
７
‐
２
２
‐
３
１
８
１
　


